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ノムラ⽇本株戦略ファンド 
＜愛称＞ Big Project-N 

運用報告書(全体版) 
 

第50期（決算日2025年３月21日） 
 

作成対象期間（2024年９月21日～2025年３月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2000年２月２日から無期限です。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、中長期的にわが国株式市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果を目指して、積極的な
運用を行なうことを基本とします。 
株式への投資にあたっては、投資対象銘柄を「大中型バリュー」、「大中型グロース」、「小型ブレンド」の３つに区分し、それぞれの投
資スタイルに応じた専門の運用チームが個別投資銘柄の選定、投資比率の決定等を行ないます。 
また、各スタイル運用チームへの資産配分については運用総責任者を中心とする社内エコノミスト、アナリスト等から構成される当
ファンド専用の「投資政策委員会」が、投資環境見通し等の定性的判断に加え、リスク管理等の定量的判断も参考にして、適宜変更す
ることを基本とします。株式の実質的な組み入れにあたっては、フルインベストメントを基本とします。 

主な投資対象 
ノムラ日本株戦略ファンド わが国の株式およびノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 
ノムラ日本株戦略ファンド 

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ノムラ日本株戦略ファンド 株式への実質投資割合には制限を設けません。 
ノムラ日本株戦略ファンド 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に、繰越分を含めた利子・配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、
元本部分と同一の運用を行ないます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
(TOPIX)(配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

46期(2023年３月20日) 11,601 100 △ 0.6 3,164.37 0.4 97.5 1.3 44,782 

47期(2023年９月20日) 14,006 200 22.5 4,001.75 26.5 97.3 0.9 52,456 

48期(2024年３月21日) 16,153 300 17.5 4,702.41 17.5 97.0 1.3 58,905 

49期(2024年９月20日) 14,912 250 △ 6.1 4,495.69 △ 4.4 97.4 0.7 53,597 

50期(2025年３月21日) 15,745 270 7.4 4,826.67 7.4 96.8 1.3 55,496 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
(TOPIX)(配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年９月20日 14,912 － 4,495.69 － 97.4 0.7 

９月末 15,128 1.4 4,544.38 1.1 96.0 1.7 

10月末 15,208 2.0 4,629.83 3.0 96.8 1.7 

11月末 15,384 3.2 4,606.07 2.5 96.1 1.7 

12月末 15,789 5.9 4,791.22 6.6 96.9 1.3 

2025年１月末 15,891 6.6 4,797.95 6.7 96.6 1.3 

２月末 15,285 2.5 4,616.34 2.7 97.2 1.3 

(期  末)       

2025年３月21日 16,015 7.4 4,826.67 7.4 96.8 1.3 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年９月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。ベンチマークは、作成期首（2024年９月20日）の値が基準価額と同一とな

るように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は7.4％の上昇 

基準価額は、期首14,912円から期末16,015円（分配金込み）となりました。 

 

（下落） 自民党総裁選での石破氏勝利を受け、企業への課税強化など今後の経済政策への懸念

が高まったことや、日米の政局不安が高まったこと。 

（上昇） 衆院選で与党が大敗し野党が議席数を大きく伸ばす中で、今後の財政拡張的な政策へ

の期待が高まったこと。 

（下落） トランプ次期米大統領の関税強化表明があったこと。 

（上昇） 米国の良好な経済指標が好感されたことや、日銀による政策金利の据え置きを受け円

安・米ドル高が進行したこと。 

（下落） 米国の中国に対する半導体輸出規制強化の報道が嫌気されたこと。 
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（上昇） トランプ新政権による中国への関税引き上げがいったん見送られたことや、国内大手

テクノロジー企業などによるAIへの大規模投資計画などが好感されたこと。 

（下落） トランプ米大統領がメキシコなどに関税を課す大統領令に署名したことや、日銀によ

る利上げ観測の高まりを背景とした円高・米ドル安の進行などが嫌気されたこと。 

 

○投資環境 

（１） 製造業の景況感は世界的に2024年９月を底として改善の動きを見せた一方、サービス業

の景況感は堅調に推移していた2024年から一転して2025年の公表値から低下を示しまし

た。直近のGDP（国内総生産）成長率では日米などで経済成長率はプラス圏を維持して

いるものの、米国による貿易政策に関する先行きの不確実性が様々な国・業種の事業見

通しに影響を与えています。 

 

（２） 主要国の金融政策は緩和的な方向性を維持しています。2024年９月末以降の期間におい

て、FOMC（米連邦公開市場委員会）、ECB（欧州中央銀行）は利下げを実施しました。

一方、日銀はそれらの方向性とは対照的に、2025年１月の金融政策決定会合において利

上げを実施するなど、引き締め姿勢を維持しました。 

 

（３） 国内主要企業の2024年度下期の経常利益（野村證券調べ、以下同じ）では、幅広い業種で

の増益が予想されています。特に大手自動車メーカーの生産正常化が進む自動車や、円金

利上昇などが業績の好調要因となっている金融などでは、マイナス成長からプラス成長

へ利益成長予想の引き上げが行なわれました。しかし、2025年度上期については、円高が

進んでいることによる為替差益の剥落の影響などを背景に減益が予想されています。 

 

（４） 当期の日本株スタイル指数騰落率は、Russell/Nomura Large Cap Growthインデックスが

＋1.3％、Russell/Nomura Large Cap Value インデックスが＋11.3％、Russell/Nomura Small 

Cap インデックスが＋6.0％となりました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 

［ノムラ日本株戦略ファンド］ 

主要投資対象の［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］受益証券を高水準に組み入

れることを基本としました。期を通じて100％近い組み入れを維持し、期末の実質的な株式組

入比率（株価指数先物買い建てを含む）は98.1％としました。 

 

［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］ 

≪ファンド全体≫ 

【株式組入比率】 

・運用の基本方針に基づき高水準（フルインベストメント）を維持し、期末には98.3％（株価

指数先物買い建てを含む）としました。 

 

【投資スタイル配分】 

・当ファンドは大中型バリュー、大中型グロース、小型ブレンドの異なる３つの投資スタイル

を組み合わせて運用します。（マルチ・スタイル運用） 

・異なる３つの投資スタイル別にそれぞれの専門チームが運用します。（マルチ・マネージャー

運用） 

・ファンド専用の投資政策委員会が各投資スタイルへの資産配分を適宜決定します。（スタイ

ル・アロケーション） 

・期首は大中型バリュー33.9％、大中型グロース46.7％、小型ブレンド17.1％の配分比率としま

した。日本の消費が堅調さを維持していることや、自動車産業における生産正常化が進んで

いることなどから景気に対する見通しを引き上げました。期間を通して大中型バリューの比

率を引き上げ、小型ブレンド、大中型グロースの比率を引き下げました。期末は大中型バ

リュー46.6％、大中型グロース38.3％、小型ブレンド12.0％としました。 

 

【業種配分・銘柄数】 

・金融政策変更による事業環境改善や株主還元の拡大余地を評価した銀行業や、厳しい事業環

境が継続しているものの、ようやく最悪期を脱出し、徐々に利益が再成長すると判断した機

械などの比率を引き上げました。一方で、物件売却などが順調に進展していることが好感さ

れ株価が上昇した建設業や、想定していた程利益が回復しないと判断した輸送用機器などの

比率を引き下げました。 

・期末の株式の投資銘柄数は85銘柄（期首103銘柄）、上位10銘柄の合計の純資産比率は43.3％

（期首39.2％）です。 
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≪投資スタイル別≫ 

【大中型バリュー運用チーム】 

・株価の割安性による定量評価と個別企業の調査・分析に基づく定性評価を組み合わせて銘柄

の見直しを行なってきました。国内外の金融政策の変化や資本コストや株価を意識した経営

の広がりなど外部環境が変化する中で定性評価にあたっては収益の信頼性やポテンシャル、

財務の健全性を重視してきました。 

・電力事業などの業績が堅調な卸売業や、株主還元の拡大が期待される電気・ガス業などの比

率を引き上げました。一方で、資本効率改善に向けた取り組みが遅れている不動産業や、コ

ンシューマ事業や地域通信事業の収益性が低迷している情報・通信業などの比率を引き下げ

ました。期末の組入銘柄数は25銘柄（期首は26銘柄）としました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

卸 売 業：電力事業などの業績が堅調で株主還元の拡大余地があると判断した丸紅を

買い付け。 

電気・ガス業：業績の回復や財務の改善が進んだことにより株主還元の拡大が期待される

四国電力を買い付け。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

不 動 産 業：株主還元の拡大や資本効率改善に向けた取り組みが相対的に遅れている住

友不動産を売却。 

情報・通信業：コンシューマ事業や地域通信事業の収益性が低迷している日本電信電話を

売却。 

 

【大中型グロース運用チーム】 

・優れた経営と高い競争力により中長期で高いROE（株主資本利益率）を維持または改善でき

る会社、さらにマクロ環境に左右されず独自の要因で高いトップライン成長を達成できる企

業へ投資をしていく方針です。企業を取り巻くマクロ経済環境や業界環境が変化する中で、

今後の中期的な成長性に注目して銘柄の見直しを行ないました。 

・厳しい事業環境が継続しているものの、ようやく最悪期から脱出し、徐々に利益が再成長す

ると判断した機械や、旺盛なITソリューション需要を背景に相対的に高いROEと利益成長が

期待できると判断した電気機器などの比率を引き上げました。一方で、物件売却などが順調

に進展していることが好感され株価が上昇した建設業や、想定していた程利益が回復しない

と判断した輸送用機器などの比率を引き下げました。期末の組入銘柄数は17銘柄（期首30銘

柄）としました。 
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＜投資割合を引き上げた主な業種と銘柄＞ 

機 械：米国、欧州、中国など主要市場において非常に厳しい事業環境が続いている

ものの、持ち前のコスト削減や迅速な経営判断により今後徐々に最悪期から

脱すると判断したダイキン工業を買い付け。 

電 気 機 器：通信・コンピュータ分野に強みを持ち、ITやDX（デジタルトランスフォー

メーション）関連事業に集中的に経営資源を投下しているため、旺盛なITソ

リューションの需要を取り込んで相対的に高いROEと利益成長を実現でき

ると判断した富士通を買い付け。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

建 設 業：物件売却が順調に進展していることなどが好感されたことなどを背景に株

価が上昇した大和ハウス工業を売却。 

輸送用機 器：主要市場であるタイなどでピックアップトラックの販売台数が当初想定し

ていた以上に落ち込んでおり、当面回復が見込めないと判断したいすゞ自動

車を売却。 

 

【小型ブレンド運用チーム】 

・個々の企業の成長ステージを見極め、最高益の更新が期待できる成長期の銘柄や、利益率の

向上や株主還元強化などを通じ資本効率改善が見込める銘柄へ投資をしていく方針を継続

しました。成長期の銘柄ではストック型収益比率が高く景況感に左右されず成長が見込める

企業や独自のビジネスモデルにより高い収益性を維持しながら市場シェア拡大が見込まれ

る企業、リストラ期の銘柄では経営体制や事業ポートフォリオの見直しなどによる企業価値

向上が期待できる企業に投資しました。 

・半導体先端デバイスの微細化により中期的に半導体市場以上の成長が見込める化学や、ワン

データイプのコンタクトレンズの生産能力増強による売上成長に期待できる精密機器など

の比率を引き上げました。一方で、半導体工場向けを中心としたソリューション事業の成長

が好感され株価が上昇した機械や、産業機器向け半導体の需要回復に時間を要すると判断し

た卸売業などの比率を引き下げました。期末の組入銘柄数は46銘柄（期首は50銘柄）としま

した。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種と銘柄＞ 

化 学：半導体先端デバイスの微細化や回路構造の複雑化により、中期的に半導体市

場以上の成長が見込める東京応化工業を買い付け。 

精 密 機 器：国内で需要が強いワンデータイプのコンタクトレンズの生産能力増強によ

る売上成長に期待できるメニコンを買い付け。 
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＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

機 械：半導体工場向けを中心としたソリューション事業の成長が好感され株価が

上昇したオルガノを売却。 

卸 売 業：中国経済の減速に伴い産業機器向け半導体の需要回復に時間を要すると判

断したマクニカホールディングスを売却。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では騰落率は同程度とな

りました。 

基準価額の騰落率は＋7.4％となり、ベンチ

マークである東証株価指数（TOPIX）（配当込み）

の＋7.4％と、騰落率は同程度となりました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①ベンチマークに比べて高めの比率としてい

た三菱UFJフィナンシャル・グループやソ

ニーグループの株価がベンチマークよりも

値上がりしたこと。 

②業種配分において、ベンチマークに比べて低

めの比率としていた化学と医薬品が値下が

りしたこと。 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べて高めの比率としていたオムロン、円谷フィールズホールディングス、

SUMCOの株価が値下がりしたこと。 

②業種配分において、ベンチマークに比べて低めの比率としていたその他製品がベンチマーク

よりも値上がりしたこと。 
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ノムラ日本株戦略ファンド

◎分配金 

（１） 収益分配金につきましては、配当等収益や基準価額水準などを勘案して１万口当たり270

円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第50期 

2024年９月21日～ 
2025年３月21日 

当期分配金 270  

(対基準価額比率) 1.686％ 

 当期の収益 162  

 当期の収益以外 107  

翌期繰越分配対象額 7,355   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］ 

＜投資環境＞ 

2024年までは製造業の低調さが続いた中で力強い個人消費によって、経済成長が維持されて

いました。しかし、2025年に入ってからそのような様子に変化が見られています。特に、サー

ビス業関連の経済指標が不調である点については一時的要因といった議論もあるものの、トラ

ンプ米大統領による米国輸入品に対する関税の引き上げが多くの国へ影響を与えていること

は無視できません。 

輸入品目への関税引き上げは、米国にとって価格転嫁を通じたインフレ効果を持つことに加

えて、需要減少による景気へのマイナス要因とも考えられます。さらに、米国に対する報復関

税が生じる際には、世界的にインフレ効果と景気へのマイナス影響が広まってしまう可能性に

注意が必要となります。 

このような環境下では、世界各国の中央銀行はインフレ抑制と景気下支えの両方を達成する

ことが課されるため、難しい金融政策の判断が求められることとなります。現時点においては

景気の急速な悪化は想定しにくいものの、不確実性が高い中で個人消費や企業の投資行動にお

いて消極的な姿勢が続くことも考えられます。その場合には、個人消費の減速によるマイナス

影響が現在以上に目立つようになる可能性が高まります。製造業の底打ちと粘り強い個人消費

の継続を確認しつつ、経済の加速・減速要因の発生に備えて投資判断を行なって参ります。 
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ノムラ日本株戦略ファンド

＜投資方針＞ 

【投資スタイル配分】 

景気局面判断、金利見通し、スタイル指数間のバリュエーション格差などをふまえ、当面は、

大中型バリューと大中型グロースでは大中型バリューを高い配分比率とし、小型ブレンドはベ

ンチマークに対してやや低い比率を維持する方針です。 

 

【大中型バリュー運用チーム】 

株価の割安性による定量評価と個別企業の調査・分析に基づく定性評価を組み合わせて、市

場が見過ごしている価値（バリュー）を発掘し、投資をしていく方針です。 

国内外の金融政策の変化や東京証券取引所が主導する市場改革による資本コストや株価を

意識した経営の広がりなど、様々な変化を背景に定性評価の重要性が更に高まっています。 

特に、資本コストや株価を意識した経営への変化がみられる企業、保有資産との比較で割安

で収益性改善のポテンシャルを持つ企業、強い競争力に支えられた収益性を背景に株主還元の

強化が期待される企業などに注目しています。 

 

【大中型グロース運用チーム】 

国内外の景気変動や国際情勢など外部環境が激しく変動する環境下でも、強い競争力や構造

改革などの自助努力により中期で相対的に高い利益成長を実現できると期待される企業に投

資を行ないます。当ファンドは引き続き外部環境に左右されず、自助努力により利益成長が可

能な銘柄に投資を行ない、機動的な銘柄の比率調整、入れ替えを実施していく方針です。 

 

【小型ブレンド運用チーム】 

個々の企業の成長ステージを見極め、最高益の更新が期待できる成長期の銘柄や、利益率の

向上や株主還元強化などを通じ資本効率改善が見込める銘柄へ投資をしていく方針です。ス

トック型収益比率が高く景況感に左右されず成長が見込める企業や独自のビジネスモデルに

より高い収益性を維持しながら市場シェア拡大が見込まれる企業、経営体制刷新や事業ポート

フォリオの見直しなどによる企業価値向上が期待できる企業に注目しています。また、外部環

境の変化などにより株価が大きく変動する局面では、銘柄の比率調整や入れ替えを積極的に行

なっていく考えです。 

 

［ノムラ日本株戦略ファンド］ 

前述の投資環境認識と投資方針のもと、主要投資対象の［ノムラ日本株戦略ファンド マザー

ファンド］の組み入れを高位に維持して、基準価額の向上に努めます。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ノムラ日本株戦略ファンド

○１万口当たりの費用明細 (2024年９月21日～2025年３月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 161  1.042  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 76)  (0.491)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 79)  (0.510)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.041)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 14   0.091   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 14)  (0.090)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 175   1.135    

期中の平均基準価額は、15,447円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ノムラ日本株戦略ファンド

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.08％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ノムラ日本株戦略ファンド

○売買及び取引の状況 (2024年９月21日～2025年３月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 121,617 629,500 605,475 3,255,700 

 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年９月21日～2025年３月21日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 133,781,392千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 75,207,934千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.77   
 
＊ (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年９月21日～2025年３月21日) 

 

＜ノムラ日本株戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 65,254 4,261 6.5 68,527 6,867 10.0 

株式先物取引 2,749 2,749 100.0 2,323 2,323 100.0 

平均保有割合 71.1%       
 
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

＜ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 62 

   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ノムラ日本株戦略ファンド

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 50,138千円 
うち利害関係人への支払額（B） 5,387千円 

（B）／（A） 10.7％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年３月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 10,434,246 9,950,388 55,403,763 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年３月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 55,403,763 97.1 

コール・ローン等、その他 1,670,218 2.9 

投資信託財産総額 57,073,981 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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ノムラ日本株戦略ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年３月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 57,073,981,627   

 コール・ローン等 1,630,395,806   

 ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド(評価額) 55,403,763,947   

 未収入金 39,800,000   

 未収利息 21,874   

(B) 負債 1,577,205,612   

 未払収益分配金 951,672,590   

 未払解約金 47,348,567   

 未払信託報酬 577,273,032   

 その他未払費用 911,423   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 55,496,776,015   

 元本 35,247,132,989   

 次期繰越損益金 20,249,643,026   

(D) 受益権総口数 35,247,132,989口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,745円 
 

（注）期首元本額は 35,943,148,233円、期中追加設定元本額は

496,854,950円、期中一部解約元本額は1,192,870,194円、１口当

たり純資産額は1.5745円です。 

○損益の状況 (2024年９月21日～2025年３月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 753,738   

 受取利息 753,738   

(B) 有価証券売買損益 4,457,128,397   

 売買益 4,525,848,255   

 売買損 △    68,719,858   

(C) 信託報酬等 △   578,184,455   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,879,697,680   

(E) 前期繰越損益金 19,930,669,516   

(F) 追加信託差損益金 △ 2,609,051,580   

 (配当等相当額) (   2,927,972,875)  

 (売買損益相当額) (△ 5,537,024,455)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 21,201,315,616   

(H) 収益分配金 △   951,672,590   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 20,249,643,026   

 追加信託差損益金 △ 2,609,051,580   

 (配当等相当額) (   2,933,547,610)  

 (売買損益相当額) (△ 5,542,599,190)  

 分配準備積立金 22,992,308,781   

 繰越損益金 △   133,614,175   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2024年９月21日～2025年３月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2024年９月21日～ 
2025年３月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 573,172,326円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 2,933,547,610円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 23,370,809,045円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 26,877,528,981円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,625円 

g. 分配金 951,672,590円 

h. 分配金(１万口当たり) 270円 
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－ 15 － 

ノムラ日本株戦略ファンド

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 270円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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